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第 1章 序識

「就職活動を終えて、自分が成長した」「自分が変わつた」

就職活動を終えた学生からよく聞かれる言葉である。私は、自分の経験講に鐘それが事

実であるということが分かつていた。事実として、私自身、就職活動において様
々な出会

いにようて世界が広がつたことや、面接によつて自分を表現することで以前よ準成長した

ことを感 じるからである。

私はその実感を他者がどのように感じているのかを調べるためiこ、インタビュー調査を

行 うことにした。そして「就職活動によつて学生の自己がどのよ
.う に確立される鋤か」と

いうことを自己論の視点から、具体例を用いて検証したい。

第 2章 先行研究0展望

2.1 青年期の自己0静威過程

(1)青年と危機

エリクソン (1950)は、内的葛藤の観点から青年期のアイデンティティについて論じて

いる。

まず、最善のアイデンティティ感とは|「自分が今どこに向かつて進んでいるかがよく分

かる意識Jであるという。「自分はどう生きていきたいのか、どういう道を歩みたいのかJ

という将来への展望が拓 |すている時、または自らの行き先を自分で撫めている時、アイデ

ンティテ
=が
確立されているということである。また、エリクソンは大入母健全なパーソ

ナリティの定義として M・ ジヤホダの定義を取り上げている。それによると、ま健全なパ

ニソナリティとは1環‐境を積極的に支配し、パーソナリテ _ィ の統一性を示し:世1界≧自分

自身とをIEXに認識しうるようなものであるJと きれている。言い換えれ:fξ自分自身と

世界とを自らコントロールしている状態」ということである.

エリクソン:ま、このアイデンティティの確立め前に内的葛藤め経験、アイデンティティ

クライシス (危機、混乱)が必要であるとしている。クライシスとは、人生のいくつかの

可能性のどれを選ぼうか迷い、決定しようとする葛藤と苦闘の時期のことである書すなわ

ち、自分自身の将来への展望が拓けず、先が見えない状態のことだ驀この状態 :こおいては、

自分に対しての統一感が持てず、また自分自身や自分の将来に対する信頼が持てない。ま



た、自分自身だ:すではなく社会に対する正しい認識を持つこと.がで吉:‐tい。在ずやら‐、申

分の中で統一された基準が|なし―ヽためである。このクラインスキこよつて、崩壊した自我が、

葛藤や苦悩によつて再構築されていくことで、クライシス以前と:ま異なる、より強図で新

しいアイデンティティが発生するのである。

急性のアイデンティティの混乱は、肉体的親密性、重要な轟業選択、激烈な競争等、心

理社会的自己規定に対する同時的なコミットメントを要求している体験に自分が今さらさ

れていると気づく時に、通常は顕在化する、とエリクソンは述べている。

つまり、将来への展望を持ち、自分の人生と社会に主体的 :こアプローチすることができ

る、健全なアイデンティティを持つには、一度 |ま、それ
´
までの価値観をひ・●く響返すよう

な、葛藤や苦闘を伴う経験をすることが必要なのでる。

(2)自我同一性地位

エリクソンの理論を元にした、自我同一性尺度というものが存在する。早難完了、モラ

トリアム、アイデンティティ達成、アイデンティティ拡散の麗つである。

この自我同一性地位の二つの尺度は、二つの基準によつて類型・fLされたものである。そ

の基準は、クライシス (危機)と ゝコミットメント (額観t自 己投入.積極的関与)の二

つである。こ吟クライシスとコミットメントの有無が、どの尺度に当て:ままるのかを決定

する。クライシスは先に述べたように、人生のいくつかの可能性のどれを選ぽうか迷い、

決定しようと苦聞している時期、葛藤と混乱の時期のことである。コミットメン ト:ま、自

分の信念を明確に表現し、それに墨づいて行動するという姿勢である。ここで鐘、この自

我同一性尺度に注目してきたい。以 ドから、この国つの尺度について順番に説明していく。

モラトリアムとは、クライシス、つまり自我が危機に襲われている真つ最中の状態であ

る。自分自身の存在、また自分の将来、これからどのように生きていくかどうかについて

苦悩し、葛藤 している。しかし、自分について悩みながらも、様々な臓f能性を積極的に試

し、自分の将来を切り拓こうとしている状態である。つまけ、混乱しながらも自分の可能

性を諦めていない状態であると言える。

一方、アイデンティティ達成 |ま、クライシスを経験し、それを乗 り越えて、自己という

存在を確立している。確立した後も、自分自身と自分の将来に対して積極的に関与してい

る状態である。

アイデンティティ拡散とは、クライシスを経験した後、そのまま
~/イ
デンティティを確



立することなく、自分自身についても将来についても積極的に模索することもなく、放置

してしまつている状態である。つまり、自分に対する確信を持てない、もしくlt将来への

展望を持たず 「ただ生きている」という状態である。

最後に、早期完了とは、危機を経験しておらず、自分の生き方 :こついて積極的 :こ関与し

ていない状態である。分かりやすい例を挙げれば、代々店を受け継いでいる店の主人など

が、これに当てはまる。このような人々は子供の頃から将来の道筋が決められてお讐、早

い時期から自分の将来を決定していると考えられる。言い換えれば、「誰かが敷いたレール

をそのまま歩いて大人になつた」という状態である。そのため、青年期に「自分鐘将来ど

のようにしていきたいのか、どのような人になりたい●か」という迷いや葛藤を経験して

いない。自我は確立されていると言えるが、アイデンティティ達成の地位 :こ比べ、自我が

弱く、惑わされやすいのが特徴である。

自我同一性尺度 (アイデンティテイステイタス〕

危機 積極的関与

モラトリアム 有 危機の最中 関与しようとしている

アイデンティティ拡散 有 or無 X 回避 している

アイデンティティ達成 有 関与

早期完了 振
ヽ

X

2.2 現実0社会的横威論

バーガー&ルックマンは、日常生活は繰り返しによつて、何の疑FFlを持つこともなく「当

たり前のもの」、として提えられている。

彼らが説明するこの自明性の崩壊のプロセスは次の通りである。日常生活 モ自明なこと)

が、何らかの外部要因によつて崩壊するということ:ま、今まで続いていたことができなく

なつた状態である。それによつて、新たな自明性を主体的にEll出されると言う0である。

「here and nolw」 と「far zoneJの 二つの言葉によつて、さらに詳 しく説明されている。

まず「hett and nowJと は、日常生活における個人の注意 拳関心の中で、直接翼わる範囲

のことである。つまり個人が影響を与えられる範囲内であり、その現実を変えうるものだ

ということである。



一方、鴫r"ne」 はその逆である。いつかは個人の生活にも影響を与えるも鍮な鍛だが、

直接の関わりがなく、関心も緊急度も低い範囲のことである.

つまり、繰 り返しによつて成立している日常生活は「htett a滅 now」 であると言える。

そして何らかの要因で自明性が崩壊し、「hlere anla nlowJも 破壊された場合、新たな自明

性が構築される過程の中で、これまでは「撮
"ne」
だつたことが、新たな白明性 :こよつ

て「here and■ ow」 になるのである。

2.3 再帰的自己識

ギデンズ (1993)が言う、再帰的関係とは主に社会科学全般における研究と研究対象と

の関係に見られるものである。たとえば、経済学はそもそも現実の経済を分析するための

理論を構築したものであるが、実際には、経済学の理論がそのまま現実の経済にも影響を

与えている。つまり「スーパーで買い物をするJと いう経済的行為から、経済学が発生 じ

ているだけで |まなく、経済学が現実の私たちの買い物という行為にも影響を与えていると

いうのである。社会学も同じである。社会という揺れ動くものが対象であるため、そもそ

もどのような社会であるかを知るための調査そのものが、対象に変化を与えてしまうので

ある。

ギデンズ:ま自己にこの再帰的関係を当てはめている。本質 :ま過去を振り返ることそのも

のにある、と述べている。エリクソンの理論から分かるとおり、自己は自分を知り、主体

的に自己を形成しようし、将来への展望を拓くことによつて確立する。未来へと鏡く自己

を警醒するには、過去から現在にかけての自分の行為を認識することが必要な母である。

しかしギデンズは「行為は耐えざる生の流れであり、折にふれて反省 したり振 り返つたり

する時にのみ、途切れ途切れに見えるものである」と述べているゃつまり行為を

本稿では、この自己の再帰性を「自分を知るための振り返るという行為が、自己そのも

のに変化を生じさせるもの」と定義する。

以上の二つの理論から、自己が確立されるために必要な要因鐘◎アイデンティティの危

機を経験していること、②その際、単なる挫折や失敗でままなく、自明性の崩壊を感じ、新

たな自明性の創造を行おうとしていること、③自己を振 り返ることで、将来展望を創出し

ようとしていること、の二つが挙げられる。
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第3章  薔査につLtて

3.1 調査の対象

就職活動を終えた、もしくは就職活動を継続中である同意社大学の 4回生。以下の 4本

に協力をしてもらつた。Y君 (生命保険会社内定)、 Hさん (航空業界志望で就職活動中)、

Mさん (人材サービス業界志望で就職活動中)、 Sさん (Wteb制作・マークテイング会社

内定)である。 ()内はいずれも調査当時のものである。

3.2調査の方法

一人当たり約一時間半のインタビューを行つた。学生生活での体験や心情、就職活動に

ついて、そして将来展望について自由に語つてもらう形式を聯 た。

第4章  織果と考察

先行研究から、自己の確立に必要な要因として「アイデンティティの危機の経験』「鋼明

性の崩壊を感じている点」「自己を振り返り、将来展望をEll出 しようとしていること」の三

つを挙げた。この章では、この二つの観点から、四人のインタビューを見ていく。

4.l Y君 (生命保険会社に肉定)の就職活動体験記

(1)やりたいことが分からない～面接での失敗によるクテイシスー

「最初はテレビ局を受けてた。最初、一番エントリーが早かつた一社だけエン トリーシ

ー トを出してん。それが十一月。それから年明 :すまで何もなかつた。一月第一週と島難 め

切 りやつたから。テレビ局は『単純にテレビが好きやつたから』つていう理由で受けた感

じ。しかもテレビ局は試験が早いやんか。お試 しで受ける人も多いやん。エントリーシー

トだけ出すと力、 だから皆受けてるし自分の受けようつていう、そういうのもあつた。一

時期、司法試験を受けようと思つてた時があつて、その時に、 ‐時だけテレビ局も面白そ

うと思つたことはある。でも、それはそこまでは自分の中では大きな位置 l・t占めへんかつ

たわ。だから、テレビ局は行けたらちょつとでも面接進 /Lrで、色んな話聞けたらいいなぐ

らいに思つてた。だから、本気でメディアを志望してる人と俺では、情熱が違う。一回テ

レビ局に見学に行つたのは面白かつた。それで、ちょつとモチベーション上がったつてい



うのはあつた。俺やるなら報道がしたかつた。J

エントリーシー トが通過し、面接を迎えたY君。しかし、このテレビ局の面接でショッ

クを受けることになる。

「テレビの面接の時に『何を伝えたい ?』 っていう質問があつて、それに
ハッキリと答

えられんかつた自分がいた。報道がやりたいとl■思つてるけど、漠然としすぎてて、結局

俺は何がしたかつたんやろうと思つた。だからその後:まマスコミを受キすんくなつたわ。や

りたいことが見つからんから。法学部で勉強した視点を生かして、報道がしたい≧思つて

たはずやのに。かなり面接でショックを受けた。今思えば『報道でやりたいこと』なんて

聞かれて当然のことやねんけど、それでしどろもどろになつてしまった自分が嫌やつた。

絶対聞かれることやのに、俺は答えれへんかつて』

その時、Y君はすでに内定先の生命保険会社への就職活動や他の業界への活動も平行し

て進めていた。

「テレビ局の面接でショックを受けて、その日は、『なんで俺あんなことも言えんかつた

んやろう』と思つてたけど、その時受け初めてた生保、それから百貨店の面接に活かそう、

ちゃんと言えるようにしようと思つて自己分析に活かした。各業界で、必ずやりたいこと

を言えるように、ショックな体験を逆に活かした。まあテレビ局:まそこで落ちてしまつた

から、もう受ける機会ないし。だからここでウジウジしててもあかんなと思
rJて。百貨店

が、保険より百貨店先やつてんけど、百貨店の時:まちゃんと言えた。なんて言つたかとい

うと『やっぱりお客さん一人一人の顔が見える仕事がしたい』つて。百貨店:ま対面薦売や

んか。だから『お客さん一人一人のニーズに答えられるような仕事がしたい』『今やつてる

ドラッグストアでのアルバイトも好きです』つて言つた蓼正確に『ま覚えてないけど『 とに

かく俺が選んだ何かでお客さんが喜んでくれたら』と言つたらクケはよかつた。実際そう

思つてたし。百:貨店は結局、最終面接まで進んだわ」

そしてY君は当時の心境をこう語つている。

「今の内定先に出会う 12月 までは葛藤があった。それがテレビ局であり、その百貨店

の販売であり。接客業の中でも、販売よりは企画とかしたかつたけど。どつちFJLと 言うと

テレビ局とかつてバブリーつてイメージで。実際そういうイメージに俺l■因われてるとこ

があつた。俺、最初は生命保険会社とか銀行とか、金融は視野に入れてなかつてん蓼やつ

ぱり目に飛び込んでくんのつて、最初|まマスコミやん。テレビ局とかつてよう飛び込んで

くるやん。完全に周りに呑まれてた感もあつた。二
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「そういう意味で、その時点での、自分の将来への希望|ま固まつてなかつた。販売に関

しては『別に接客業嫌いじやない』つていう理由。うん。鎌いじゃないっていうのfJ‐
i理由

やつたから、今思うと。受けた時点で。『向いてなく|まないな―』と思って。だからちよつ

と甘かつたかな、俺」セミナーに行き出したのも遅かうたしb始まったん 12月 曇頭やん

か。学校のセミナーにはあんまり行つてなかつた。学部の友達とか:まめつちゃ行つてて。

その時は、『セミナーに行つた』つてことがステータスみたいになつとつて。それで、無用

な焦りがあつた。あるやん、そういう時期。今思うと『何アホなことで悩んでたんや』と

思うけど。全く自分の行きたい業界じやないのに。俺は松下電器の説明会社は行かんかつ

てんけど、周りは『行つた行つた』つて言つてて、Fあれ、俺行か
へんかつたぞ』みたいな。

『やばいやばいやばい』みたいな。完全に周りの春まれてた。この時 l・■将来も漠然として

たなぁ」

ここまで、Y君の就職活動初期のコメントを見てきた。ではなぜ Y君 :ま、当時焦りや面

接でショックを受けたのだろうか。その理由は、具体的な将来展望を持つていなかつたこ

と、そしてそれが原因となつてアイデンティティクライシスの状態:こ陥つていたからであ

る。

彼が話しているように、就職活動を始めたばかりの頃|ま、自分の将来が漠然としていた

という。そしてその状態で迎えた初めてのテレビ局の面接で「やりたいこと」が思い浮か

ばずに玉砕する。

彼はこの面接で「自己PRは言えた」と語つていることから、彼iまゝ自分自身について

はある程度正しい認識ができていたのである。しかし、それはあくまでも「学生としての

自分」であつた。この面接で彼が答えられなかつたという『何がやりたいかJという質問

は、「うちのテレビ局で何がしたいかJと いう会社に入つた後の自分の希望、つま摯将来展

望について間うものである。つまり、この質問に答えるには「社会人としての自分髪を想

定していること、テレビ局における将来展望を思い描いていることが必要だつた。しかし

Y君にとつては、これまでの自分像とテレビ局での自分像が結びつかなかつた。だからY

君には答えられなかつたのである。

バーガー&ルックマンの理論で説明すれば、当時のY君にとつて、テレビ番組鐘日常に

爾‖染み深い「here and now」 なものではあつたが、テレビ局で仕事をするというのは「far

zoneJのものであり、直接自分と関わりのあるものであると想像できなかつたのである。

Y君は、この面接によつて、これまでの日常と:ま異なる現実に直面した。そしてこれま



での学生生活の一員としての自分の考え方が崩壊し、維持することができなくなつたので

ある。

ただし、彼は、その面接の後は「やりたいこと」を言えるよう:こ自己分析に活かしたと

語つている。このY君の行動から、彼はけして講めてアイデンティティ拡散尋状態:こ陥る

ことなく、新たな自明性を作ろうと積極的に模索している姿勢が見てとれる。

この就職活動初期の出来事で、Y君はアイデンティティクライシスを経験し、モラトリ

アム状態に突入しているのである。

(2)知人の勧めで内定先の説明会ヘ

この項では、モラトリアム状態に突入した Y君がどのように転機を迎える攀力・を見てい

こう。

「11月 までは金融業界を受けるつもりは全くなかつた。でも、12月 の頭に、知り合い

が内定先の会社の人と知り合いやつて、『行つてみ―や、いい会社やから』と機められた。

だから、投げ込みみたいな感じで説明会に入れてもらつてん。それだけ。元々生命保険会

社に対して、結構暗いイメージを持つててんけど、実際に行つてみたら、全くそんなんじ

ゃなかつた。会議室も光がめつちゃ差し込むような雰囲気の明るいところで『 轟、これは

思つてたんと何か違うな』と思つた。なんかさ、人でも最初から 夢いいな』とむヽいイメー

ジ持つてる場合よりも、最初のイメージが悪くて、付き合つてみたら実際はいい競やつた

時のほうが好感度上がらへん?それと同じで『 こんな会社もあるんや』と思つた。それ以

外にも、人事の人が凄いイキイキしてたつていう物凄い就活生らしい理由でこの会社を好

きになつた。」

彼はそれ以降、それまで全く興味がなかつた金融業界志望になり、これまで素通りして

た業務内容にも興味を持ち始め、勉強をし始める。彼がその時感じたr■
.命保険会社の仕事

の魅力は何なのだろうか。

「うちの会社は、誰も手をつけてない部分を扱う、隙間産業みたいなもんやから『やり

がいはある』と思つた。俺、元々人のために動くのが好きやし、この会社鈴仕事も『人の

ためかな』と思つた。生保やねんけど、若干他の会社≧iま違つてて、会社単位で契約して

もらうねん.社長が死んだ時のために、残された人のために仕事するねん。普通やつたら

大黒柱に保険を掛けて家族がそれを受給するやんか。それのもつと拡大版で、大黒注であ

る社長が死んだ時に社員さんが助かるつていうシステム春」



「会社の事業は九割は法人やねん。だから、色んな中小の社長さんに会える、経当を任

されるねん。まあ、会えるとかそんな優しいところじゃないんや
lFfど、俺はそんな人らか

ら話が聞けるつていうのはすごい魅力に感じてん。色んな人から吸収したいと。そこが気

に入つた。会える人の地位が、中小とは言え社長さんで、皆美学持つてる人やから、なん

か一年目から大きい大御所の人と会えるみたいな感じになるじ.J

そして彼は生命保険の仕事に魅力を感じると同時に、自分自身吟変化をも感じたという。

「この説明会では、ほんまに『ガーン !』 と180度変わつてんな。元々、頭の中に『俺

は、人の影に立ってサポー トするタイプなんかな ?』 つていう思いl■あつたし。で、それ

がそのまま生かせる、そういう業種があるのを、まず知らんかつてん。生命保険にそうい

う会社を救うつていう業種の仕事があるの知らんかつてんな。それを、ガツンと見せられ

てさ。演出されてるにしろ『すげえ、これ』と思つて。何か、生命保険つて人の命を売り

買いするみたいなイメージあつたけど、そつちの人だけじやなくて会社が救えるつていう、

あと『全くの他業種の社長と会えるから、仕事がす
べて人生勉強Jつて言われて。これは

『めっちゃ地味や iすどめつちゃいいやん、自分に向いてる』と思つて。そういう説覇会、

それまでは経験してなかつたから」

「説明会に行くまでの、この当時の将来展望は、今のと:ま全然違つてた。ある鋳鐘あつ

た。百貨店とかで人に楽しんでもらうものが作りたいつていうのがあつてん。でもなんか

人のためつてそればつかじやないなあと思つた。人を楽しませるとか、華やかさがある『人

のため』じゃなくつて、もつと地味なほうでもええかつて。地味つて言い方は悪いけど、

保険はやつぱり会社にとつてはなくてはならないものだという話を聞いて Fあ、これIまア

ツい』と思つてん。根元から支えるのが自分には向いてるつて昔からずつと思つてたから。

自分でもビックリした。結局俺はそこに戻つてきたんかと。それが 12月 の時点手人を楽

しませる仕事がいいと思つてたのは、 (テ レビ局を受けたりしていた)11月書は―Jき り分

かれた。でも 12月 になつてももちろん、人を楽しませる仕事への興味がなくなつたわけ

じゃないけど、根元から支える仕事のほうが自分には向いてるな、と考えるようになつた。

働くっていうことを実感を持つて考えられたのは 100パーセントそこやわ。」

ここから1ま考察に入る。前項では、Y君はモラトリアム状態に陥つていた。そ鋳原因は

現在の自己像とその会社における将来の自己像が結びつかなかつたこと、つまり自己認識

のズレであると述べた。

しかし、Y君は内定先でもある説明会で、そのモラトリアム状態に終止符を打つ轟会ぃ



を果たすのである。彼は生命保険会社の仕事の魅力を話つているが、Y君 :まなぜそ鍛説明

会まではむしろ悪いイメージを持つていたという、生命保険会社に難力を感じた鈴だろう

か。Y君からの言葉を借 りて説明しよう。

「その説明会までも、色んな説明会とか会社見に行つてたけど、そこで自分が働いてる絵

が浮かばんかつたところもあつた。『俺がテレビマン?テ レ
・ビ好きやけど、テレ

・ビマン ?』

みたいな感 じで。でも、生命保険の営業とかやつたら『 あ、結構ビッタリくるな』と、自

分の中でしつくりきた。逆に俺イメージして就活したから、うまいこといつたかなつて。

テレビ局はイメージがなかつたから、初歩的なことも言えへんかつたし」

上のY君の言葉から分かるのは、そこで働く自己像を描くか描けないかによつて、自分

の心境が変わるということである。Y君 |ま、生命保険会社の具体的な仕事内容を知つたこ

とによつて、Y君は実は自分が以前から抱いていた『人のために働きたいと思つていたJ

という自己像に気がついたのである。そして、その会社での仕事が、実 |ま自分とビッタリ

ー致することを知つたのである。Y君は、仕事 |ま確かに地職だが、これほど自分に向いて

いるものはない、ということを新たに発見したとも言える。Y君にとつて、テレビで報道

をすることとは違つて、「人のために働くJと いうのは、高校時代でのクラス行事やアルバ

イ トの経験によつて、当たり前のことだつた。

つまり、生命保険会社の仕事が何よりも人のためになることを発見した彼の中で、これ

まで悪いイメージしかなく「faF"neJな存在であった生命保険会社の仕事が、「人のため

に働く」というキーワー ドの発見によつて「hett alla nlow」 な存在に変化したのである。

だから彼は生命保険会社に魅力を感じたのである。

Y君は、生命保険会社の説明会というきつかけによつて、これからの自分の生き方とい

う自明性を創 り出したのである。言い換えれば、将来展望をElj出 したと言える。

こうして、Y君はテレビ局の時とは異なり、現在の自己像と会社での将来の自己像が結

びつけることができた。その結果彼は自分の就職活動を、自信を持って進めるようになる

のである。

(3)就職活動の展開～自己の確立

「十一月の終わりから十二月の頭は、就活をやらされてる感がものすごく大きくて、一

日一社で疲れて、三社を回るのが限界やつた。でも、途中からはすごい楽しかつた。二月

くらいからは毎日回つても全然苦じゃなかつたし。ナチュラノレ・ハイみたいな感 秘.『会社
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を回つてんのが当然』つて感じやつたし。たぶん俺の場合、就活で行くのが大阪ばつかり

やったから、気も楽やつたつていうのもあると思うねんけどJ

二月くらいには、ただ楽しむだけじゃなくつて、逆に面接官の人となりを読むほど、余

裕が出てきたそうだ。それが災いしたのか、ある銀行で調子 :このつていた自分を見透かさ

れたのか、幽次面接で落ちてしまつたのだという。

「俺、普通に喋つたつもりやつてんけど、人柄を見たつて感 じで。ショックではなかつ

てん。そういう風に言われるということは、ちよつとたぶん、自分も天狗になつてたとこ

があるんかな、とその日に気づいた。四月の頭って金融はすごいから、毎日何社か面接が

あったから、その中で、二月の楽しかつたテンションが、調子に乗つてるみたいになつて

出てたんやと思う。それがたぶん大人に|まそういう風に『 こいつイキッてる理つて写つた

のかもしれへん。でもそこで気にしてたら次の日の面接もあかんから、あま秒落ち込まず

に、その教謝1だけ得て、行くようにした。ズルズル行きたくなかつたから、悩んでてなん

か『 ミスつたん ?』 みたいな。金融は四月頭が勝負やつたから、頭を切り替えて。で、無

事 4月 11日 に内定をもらつてん」

Y君が言 う、十一月から十二月の頭というのは、ちょうど彼のアイデンティティクライ

シスに当たる期間である。この時、彼は主体的に自分め将来像を描けていなかつた。だか

ら彼は就職活動を「やらされている」と感じたと言える。しかし、彼 :ま前項で説明した出

来事によつて、アイデンティティクライシスを克服し、「人のためになる生命保険の仕事で

生きて生きたい」という将来展望を創出した。だから途中から就職活動を楽しい≧思える

にまで、彼の自己は変化したのである。

(4)将来展望とその創出プロセス

Y君の将来展望は、アイデンティティクライシスを経験し、説明会で自己像とその会社

における将来像が結びついたから創出されたと述べた。

Y君は元々「人を支えたり、人のために何かすることが好きJだという性格で、高校時

代のクラス活動やまた大学のサークルでも同じような立場だつたという。 しかし、T君は

最初からその自分の性格が仕事につながるとは思つてもいなかつた。性格については自党

していたかもしれないが、その性格を生かした将来展望を持つまでには至っていなかつた。

彼が将来展望を持つに至るプロセスは、ギデンズの再帰的自己論によつて説明できる。

彼は、生命保険会社との事業内容を知つたことによつて、自己を振り返ることになつた。
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その振り返りを通して、自己の性格と生命保険会社の仕事が結びつくことを発見した。そ

れによつて、それまではそんなことを考えていなかつた彼の内面に変化が生じ、『地味な仕

事でも、生命保険会社の仕事は向いている。この仕事を通じて、人のためになることをや

って生きていきたい」という思いを持つた新たな自己像をEljり 出し,たのである。つまり、

自分を知るという行為を通じて、自分について知るだけではなく、自分自身を変化させた

と言える。

Y君の将来展望の全容は以下の通りである。

「最初 |ままず会社で、仕事を最初の三年位で完璧に覚えて、それからは最初の目標やつ

た『人のため』つていうのを実現したい。結構、面接のためだ:すに偽りで言う人もいるけ

ど、俺は結構ほんまにやりたくつて。だから色んな人に感謝されたり「I君でよかつた」「担

当が君でよかつた」と言われるのが目標。そう言われるまでになりたいから、まあ勉強も

して、成長 していきたいと思う。で、お客さんにも会社にも、や大事にされる人になりた

い。そのまま十年FH5は頑張つて、さらにその先の十年 |ま、考えてない。そのままずつと会

社に残つて、俺、 トップになりたいつていう気持ちはないんやけど、頑張つて幹部位には

なりたい。もう一つは、資格試験を受けようかなと思つてる。俺、コースクール:こ行きた

かったんやけど、家計の事情で泣く泣く講めたつていうのがあつて。だからそれ鐘何年後

になるかわからへんけど、司法試験の資格も、ちょrJと 目指してみよう、視野に入れよう

かな、とここ三ヶ月位で考えてるねん。まだ働いてるわ :す じやないから、まだまだ甘い考

えかもしれんけど、でも夢として、現時点ではそれをちょつと響L戦してみようかなと思つ

てる」

司法試験というワー ドが登場してるが、これはなぜだろうか?Y君 :ま、自分の家の事情

によつてロースクールヘ行くという将来展望を諦めた経緯があつたのだ。就職活動を終え、

自分で稼いで働く、という将来展望を手に入れたことによつて、T君は「自分で稼いで、

今よりも大人になつたなら、新しい挑戦としてやつてもいいのではないか」と思うように

なつたのだという。このことから、将来展望は一度確立されたその後も常に変化し続ける

性質を持つているということが分かる。

ここまでの考察によつて、Y君は「アイデンティティクライシスの経験J「 自明性の崩壊

と新たな自明性の創出J「自己を振り返ることで、自己を変化させているJ「アイデンティ

ティクライシスを克服し、将来展望を創出」という過程を経ていることが分かるゃ以上の
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ことから、Y君は就職活動によつて「社会人としての自己」を確立させ、「人のためになる

ことをして生きていく」という生き方を決定したと言える。

4.2 Hさ んの議騰活動体験記 (航空業界志望で就職活職中》

(1)アパレル業界を目指して～モラトリアムヘの突入～

Hさんは、就職活動の当初から、アパレル業界が第下志望であると明言していた。Hさ

んにとつて、それほど服は大切なものだつた。

「理由は、蝶つていうファッシヨンサークルでファッシヨンショーをしてたから。蝶の

メンバーの皆 tますごく個性があるし「あ―お栖落やな」と思つていつも見てて、そういう

の見るのも好きやし、服作つたりするのも好きやしと思つて。『やつぱり殿が好きなんやな』

と思つてアパレルを受けてた」

しかし、就職活動を続ける中で、現実に直面する。

「アパレル|まもういいやと思つた。そうなつたきつ力ゝけl■ゝいつもエントリーシー トは

通るけど面接で落ちることばつかりだつたから。翻長に対する考え方が、私と会社とでは違

うんかな』と思つた。私は服がめつちゃ好きというか、服にこだわりがあつたからこアパ

レルを目指しててんけど、でもやつぱり自分の中に制限があつた。ここの会社の殿鐘好き

やけど、ここのプランドの服は嫌いとか、そういう好き鎌いつてあるやん力、 でも、そん

な風に服に好みがあるつていうのは求められてなくて、自分が服とつながるよりも、会社

側は『接客が好き』とか『お客さんと服をつなげ、お客さんに服を売れ』つていう
のを求

めるんかなと思つてん」

「それで、趣味で服は作れるやんと開き直つた。それまでは向いてへんのかなと思つた

りもした。悔しかつたし、たぶん身長が足りひんつていう鍮も理由としてあつたんやと思

う。エントリーシートは、アパレルは
‐社を除いてほとんど通つてん。その落ちたところ

は、身長を書かなあかんくって、身長の欄以外は同じ内容で出したのに、そこだけ落ちて

ん。だから、身長のせいかなと思つた。」

「販売員の人は、どんな服でも似合わなあかんつていうのがあつて、皆スタイルがいい

人も多いやんか。そういう点で『私は向いてへんねんな』と思つた部分はある。『売るため

の道具でしかないん』みたいに思つたりもしたし。私は (専門技術を学んだわlすではない

から)『デザイナーにもなれへん、でも服とつながつていたい』つていう気持ちがあつた。

だからアパレル業界での就活をやつててん。でもやつていくうち:こ『好き』つてだ‡すじや
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あかんねんなと思つた。そんなん悔しかつたから、プロじゃなくても、汚いなりに作るの

はできるから、趣味で作っていこうと思つた。一個の会社にずつといて、その会社の服し

か着られへんより、一般人として自分の好きな服だけを選んで着て、それでいいんちゃう

かなと思つた。私にとつて、一個の会社に縛られるのはそんなに大事じゃなかつたかなと

も思つた。服つて会社によつて違 うやんか。そこまで、そめ会社の服が好きかつて言われ

たら違うし。J

Hさんのコメントの中で注目すべきは「アパレルはもういいや。趣味でいいと轟き直つ

た」という発言である。なぜ彼女はそのように思つたのだろうか。

就職活動当初の Hさ んの方針は、「好きなものと関わる」というものだつた。しかし就

職活動を続ける中で、「Hさ んが思うファッションヘの気持ちJと 「アパレノp../Lt業が社員

に求めるファッションヘの気持ち」が結びつかないという現実に直面したのである゛彼女

は「自分にとつて好きなことを仕事としてやつていきたい」と思つていたのだが、企業が

求めていたのは「自分と好きなものをつなぐことで|まなく、他人≧服をつなぐこと」だつ

た。彼女の志向と企業の志向にズレが生じていることが判明したことによつて、彼女にと

っての自明性が崩壊したのである。つまり、Hさんはアバンル業界への就職活動でアイデ

ンティティクライシスを経験し、モラトリアム状態になつたのである。

バーガー&ル ックマンの理論を用いて分析してみると、彼女にとつて服を作ることや服

そのものは「herle and now」 な存在であつた。しかし、アパレル業界において、人に服を

売るという行為は「faF ZOlne」 な存在だったのである。そのため、Hさん:ま自ら鍮将来展

望をアパレル業界において描くことができなかつたのである。

その後、彼女に葛藤や迷いがいかに生じていたかにiま 「身長のせいで向いてないのかな

と思つた」「自分の中に好き嫌いがあった」というコメントから理解することができる。

(2)航空業界での最終面接～転機～

Hさんにも転機が訪れる。彼女は、好きなものと関わりたい、という方針の元、アパレ

ル業界の他にも紙の商社や航空業界の地上職も受けていたのである。彼女の転機鐘、航空

業界の最終面接に落ちたことだつた。

「航空をずつと受けてて、一社だけ最終に行つてん。結局落ちたんやけど、その前に紙の

商社の最終で落ちた時とは何か違つた。最終面接を受けてみて『ああやつぽ好きなんやな』

つて思つた。好きつていうか『そういうことがしたい』みたいな二
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「就活をずつと続けていくうちに、結局サークルでも人を支える立場やし、人
の役に立

つことがうちは好きやなつて思つた。まあ働くっていうことは『人の役に立つ』って
いう

ことなんやろうけど、だから好きなことを仕事にするつていう考えより『 人の役に立
つ』

ということを考えて就活したほうがいいんかもしれへんと思つてん。まあ航空は好きなこ

とやけど、結局は人のためになるし。それにバン屋のバイトで接客もしてたから、お客さ

んに喜んでもらえたら嬉しいつていうのもあるし。フアッシヨンサークルとは別に入つて

たサークルでも、『 自分のことより人のこと』みたいな感じでいてた時もあ
つて、とりあえ

ずいつも『人がやりやすいように、動きやすいように自分は動こラ』
つていうのはいつも

考えてたから。そういうことが仕事として出来るんかもと思つて、やつぱり自分がやりた

い仕事は航空業界にあると思つた」

さらに Hさんはこう続ける。

「サークルの皆で沖縄に行つた時、台風で飛行機が欠航んあつて空港で一濃した時がある

やんか。あの時、凄いバタバタしてたやん。やつと飛行機に乗れることになつた時、最後

のほうは『出発時剣なんて過ぎてるけど、今から乗れ』みたいな感じで、うちはグラ
ンド

スタッフ (空港の地上職)の人達と一緒に荷物を持つて、走つて乗つてん。その時:こ『あ、

この人ら凄い』と思つた。そういう、ただでさえ台風でお客さ/・Jの気持ちが不安定な時に、

一緒に走つてくれるのが凄く嬉しかつた。だから『あ―すごいな、自分もやりたい理と思

ってん。困つてるお客さんに大して、やつぱり飛行機に乗るつて物凄く不安なことやと思

うねんか。うちも沖縄の台風の時に不安やつた:すど、そのグランドスタッフ達鍮曇おかげ

で不安が少なくなつたから、そういうのんながやりたいと思つた。自分もお客さんの不安

な気持ちを少なくしたり、笑顔に変えたりしたいなと。一ホスピタリティかなJ

「サークルでフリーペーパーを作つたリファッションショーをしたりとかして、自分の作

つたものが形になつた時は、確かに嬉しいと思うねん。でもそれ以上に
‐番嬉 しかつたん

は、一緒にやうてる人達から、ちつちやいことやけど『 あん時は助かつたわ』と感謝され

うこと、それが一番嬉しかつた」

これまで、Hさんは航空業界に対しても、アパレル業界と同じように「空港や飛行機が

好きだから」という理由で受験していた。しかし「面接に落ちたJ体験によつて、以前か

ら彼女自身が持つていた「沖縄の空港での体験と、人のために役立ちたい自己像」の二つ

を呼び起こした。そして彼女は航空会社の地上職ならば、自分の自己像と、そ鈴職種にお

ける将来の自分像が一致することに気がついた。そしてこの時、彼女の中で、自己像が確
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立されるだけで|まなく、将来への展望が拓けたのである。

ギデンズの理論を用いて分析してみよう。面接で落ちた時にショックを受けたことから、

Hさんは「なぜショックなのだろう」と自分の感情を基点として自分自身を振 警返つたの

である。この振り返るという行為によつて、沖縄の空港でグランドホステスの仕事:こ魅力

を感 じた体験が発掘され、そしてそれに伴った自己観もEll出 されたのである。

Hさんは、その後、航空会社の地上職を目指して就職活動を続けている。彼女が自信を

持つて就職活動を行えるのは、先の体験から自らの将来展望を創出しているため:こ、迷い

がなくなつたからなのである。

ここまでの考察によつて、Hさ んは「アイデンティティクライシスの経験J「典明性の

崩壊と新たな自明性の創出」「自己を振り返ることで、自己を変fLさせているJ「アイデン

ティティクライシスを克服し、将来展望を創出」という過程を経ていることが分かる。以

上のことから、Hさ ん|ま Y君 と同様、就職活動によつて「社会人≧しての自己Jを確立さ

せ、「航空会社の地上職として、人の役に立って、人を支えていきたい」という生き方を決

定したと言える。

4.3 ‖さんの就職活動体験記 (人材サービス業界志望で就職活動中)

(1)就職活動当初の不安

「就活を意識し始めたのは、3回生の十月の終わりぐらいかな。就活が今度 1ま自分の身

に降りかかつてくるつていうのを意識し始めたのはその時。(最初 l・t)全然意識なんてして

なかつたかなぁ。しなきゃいけないと思つても、でもなんかまだ大文夫、つて安心感じゃ

ないけど、余裕があつたJ

Mさんは、昔からマスコミ業界への憧れを持つていた。特に、サークルでイベント運営

に携わったことから、イベント関連の会社に入りたいと考えていた。当初は就職そのもの

もあまり現実的に提えておらず、不安も感じなかつた。それ :まその当時サークル活動の集

大成とも言えるイベントの実行に Mさんが関わつていたために、就職活動に関してはしば

らくは忘れておこうと思つたからであり、就職活動を楽観視 していたのである.問題 :まそ

のイベントが終わり、就職活動が徐々に本格化し始めた頃亀 Mさんも、いつまでも就職

活動を意識しないわけにはいかなかつた。

「就職活動を始めてしばらくした二月と二月は、もう説明会と、エントリーシー トを書い
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たり、その繰り返し。だからひたすら情報を集めてた。やつぱリマスコミ関係に関して1ま、

私すごい憧れから入つたものがあつて、でも実際就職活動を始めて情報収集していく中で、

やつばりその憧れだけじや駄目つていう部分が出てきて。やつぱり志望するからに1ま、具

体的な志望理由を伴つてないといけないんだ、と思い出して。具体的に自分は何をやりた

いんだろラつて考えるうちに『それはマスコミじやなきゃだめな命かな』とか、そラいつ

たとこで、やつぱリマスコミに対する不安なのは出てきた。情報収集していく時に『面接

でこういうことが聞かれる』とか『 こういう志望理由は嫌われる』とか、そうい多ことを

耳にするうちに自分の考えの甘さ、そういう志望理由を面接で言う時に自分はどういう言

うんだろうつて考えた時に、具体的にやりたいことつていうのが出てこなくて、うん。『そ

れじゃあこの会社に受からないのも当たり前だわ―』と思つて、『 こんなんで、面接通過で

きるのか』とか『内定もらえるのか』とかはあつた。J

「二月に入つてから、初めて面接受けて、その時ほんとにポロボロで、言いたいことも

言えなくて。そこでほんとにやつぱり、やりたいことをちゃんと言える人は元々色んなこ

と考えて、そこで自分の考えをまとめて、言えるように準備してきた。でも私は何の準備

もしてなくて。考えもまとまりきれてなくて。そういつた姿勢で会社を受験している自分

意対して、自分で落ち込んで。なんで行きたいと思つてたマスコミ関係の仕事の面接で、

何かほんとに必死で準備して、考えをまとめたりしてつてL・■うことをしなかrJた母かな―

って。今まで。」

以上のコメントから分かる当時のMさんの心境:ま 『焦りJと 「後悔」である。

Mさんはなぜ、これらの感情を感じたのであるか?Mさんiま、就職活動の前、楽観的に

就職活動を提えていたため、自分の過去を振り返つたり、もしくiまマスコミの仕事への理

解を深める等の勉強を行つていない。つまり、就職活動に対する予備知識が何もなかつた

のである。

情報収集によつて、彼女は「自分が就職活動に対して全く準備していないJと いう現実

に直面した。それによつて Y君や Hさんと同じように、この時に彼女の生活の自明性が

壊れ、アイデンティティクライシスが起こつたと言える。

(2)やりたいこと探し～モラトリアム～

「転機。うん、その迷いが晴れた時つていうのがあつて、自分の志望してる会社がやつ

ていないことでも、その自分の考えをその会社に対して明らカムにしてくことで、いつかは
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理解が得られるだろうつて思えるようになつた。たとえばテレビ会社だから、テ
レビ番組

を作りたいですとか、報道をやりたいですつていうだけじやなくて、もつと今その会社が

やってなくても、自分がこう考えてて、こうこう考えがあつて、将来御社でこういうこと

がやりたいです、といつた考えも、面接の場では言えることも可能なんだな、と思うよう

になつた。(会社に合わせてやりたいことを言うん)じゃなくて『 自分のやりたいことを実

現できる会社を自分で見つけていく』。思つたのは、やつぱリマスコミ関係の内定した人だ

とか、そういう人の話を聞いてると、なんかね「志望理由は言つてない」つて人がいたの

ね。『 自分のやりたいことを言つていただけ』つていう人がいて、そつからかな、本当に志

望理由に縛られるんじゃなくて、自分のやりたいことを面接の場で表現していくことが大

切なんだな、と思つた。やつぱり今までは会社のいいとこだけを並べて、で、『 こういうと

こが魅力的に思つたんで志望します』とか、で具体的に将来何がやりたいの?と聞かれた

時に、答えられないことがあつて。やつぱりそれじゃダメなんだ、と思つて。そこから、

面接の場で会社のいいところはその会社の人も分かつてる。じやあその会社の人たちは、

私が将来何がやりたいのか、とか将来どういう社会人になりたいのか、とかを面接の場で

聞きたいんじゃないのか、と思つてて、面接の経験を積んでいくことでそう感じるように

なつてきて、で、そこから自分の考えてる将来やりたいこととか、自信持つて言えるよう

になつた」

(3)将来展望の創出

「人材サービス業への興味は、最初は就職情報支援サイトを見てて、『 この作つてる人た

ちつてどういう人なんやろう』と思つたところから始まつて。で、その事業内容を見てた

ら、なんかすごい『面白そうだな』と思つて。やつぱり『人と人とで直接開われる仕事』

だと思つて、不特定多数の人を相手にするんじゃなくて、 1対 1で顔を合わせて、接する

ことができるつていうのにすごい魅力を感じて。で、自分の仕事がそのお客様に対して影

響を与えることができるつていうとこに魅力を感じて。で、そこにその人材サービス業界

を志望するようになつた。そこからは、何かマスコミ関係を志望してた時lま、自分の憧れ

から入つて、自分がサークルでやつてきた経験を生かしながら仕事していきたいと思つて

たけど、人材サービス業界を志望するようになつてから1ま、自分の、自分自身の性絡だつ

たり、持ち味を生かしながら仕事していきたいと思うようになつた。長所は、私母場合は

『人の話を聞いて、そこで自分の意見を言う』こと。それつて、人材サービス業界の仕事
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に向いてるんじゃないかな一つて。やつぱり人の話を聞いて、その人が自分に何を求めて

るのかとか、その人が不安に思つてることに対して、自分がどうサポー トしていつたらい

いのか、とか、そういうことに対して、その人に足りない部分を自分がサポー トすること

によつて、その人自身の持ち味が、その人自身の強みがもと強園なも参になるんじゃない

かなつてJ

「ホテルのホールのバイ トをしてたんだけど、その中で経験になつたのは、誰かの相談役

になるつてこと。私よりも後に入つてきた新人の社員になりたての子がいて、そ曇子が入

間関係ですごい悩んでて。いつぐらいだろう、二回の春かな。ちょつと慣れてきたくらい

の時。で、その子が、他にもバイ トの女の子がいたんだiナ ど、なぜかあたし●≧ころに色々

相談してくるようになつて、たまたま一緒に働いてる時間が時間が多かつたつていうのも

あったんだけど、そこから色々話を聞いたりするようになつて、そこでこの、働く上での

アドバイス、どうしたらその子がもつと働きやすい環境ができる母かな一つて思うように

なつて。そこからかな。ほんとに職場の環境も自分から変えていこう、つてなつたのは。

殆ど受身やつて、職場全体からしたら、第一地アルバイ トとして自分はいられればいいか

なと思つてた。だから、初めて相談を受けた時はあたしなんかに相談をしてくれて、頼ら

れてすごい嬉 しいのもあるけれども、その子に対して適切なア ドバイスができるのかなつ

てそういう複雑な気持ちだつた」。

「これから何を中心に、どの業界を中心に、軸に、就活していこういこうかと悩んだ時

があつて、でその時に出会つたのが人材サービス業界だつたから。そこからそ鍮業界を中

心に就職活動をしていこうと思つた。今の会社に内定貰つたのは六月の下旬豪まあ、辞退

しましたけど。辞退した。そう、もう十月人る前に。もう (会社を)待たせるのも悪いし。

だから今も就活してる。待たせて就活してて、もうなんか時間が時間だし、もう内定式も

迫つてきてて、人事の人からも『 どうします』みたいな風に連絡があつて。やつぱりその

会社に決めるつていう踏ん切りがつかなくて。一応人材、求人広告の営業の会社やつてる

会社で。踏ん切りがつかない一番の理由は、営業っていう仕事、ほんまに数字ばつかり違

つてる印象があつて、実際に職場を見学させてもらつた時に。そこで自分の描いてる「営

業Jと はちょつと違うな―と。もつと企画とか、企画営業としての仕事がやりたいと思つ

てて、ほんとにノルマだけを意識しての営業じやなくて。この会社だと、自分の考えをあ

んまり生かせないんじゃないかな―つて。ほんまにノルマを達成するのだけ:こ必死になつ

て、あんまり自分の考えを相手に売り込むことつてできないんじゃないかつて馨今はだか
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ら人材サービスで就活。迷いはないかな―。今ほんとに人材サービス業界だ:す受けてて、

で、そこだったら迷いなく入社できる。だから将来たぶん転職することになるかもしれな

いけど、でもその大学を卒業した後は、その人材サービス業界で頑張つてい l・■たらなぁ、

と。なんか色んな業界の人と知 り合えるつていうのもあつて、自分の視野も広がるんじゃ

ないかな一つて。色んな業界を理解 しながらしていける仕事つていうことで重

彼女が、人材サービス業に出会つたのは、彼女が当初から希望していたマスコミ業界に

全て落ちた後である。彼女はその時にどんな業界を軸に活動するのかを悩んだと言つてい

るように、彼女 |まマスコミ業界の試験にすべて落ちたことで、アイデンティティクライシ

スを経験した。彼女はマスコミヘの諦めきれる思いに踏ん切 りをつけ、積極的 :こ 自分の行

き方にコミットメンとし続けた結果、人材サービスとの出会いを果たしたのである。

人材サービス業界との出会いによつて、彼女の将来展望が創出されたの:まなぜだろう

か ?まず、人材サービス業界との出会いによつて、「人材サービスの人対人の仕事に興味を

もつたこと」そしてその仕事内容を知ったことで「自分自身停人の話を受け止めた上で、

ア ドバイスをする」という自分の性格に気がついたのである。それによつて彼女lt人材サ

ービスの仕事でなら将来展望を拓くことができる、と確信 したのである。

結果的に、Mさんは人材サービス業界の会社に内定をもらつたが、自分が望む営業スタ

イルと会社側が望んでくるスタイルの違いを感 じた。それはつまり、自己像とそ鍮会社に

おいて描いた将来の自己像の不一致である。

彼女は現在も同じ人材サービ.ス業界の別の会社に向 :すて就職活動中である。まだ将来が

未確定の状態において Mさんが「次に人材サービス業界に決まつたら、自信を持つて入社

できるJと 明言しているのは、彼女の中で将来展望が固まつているからである。

4.4 Sさ んの就職活動体験 (hb制作会社内定)

(1)積極的将来展望と否定的将来展望

Sさ んは元々芸術家肌タイプである。小さい頃から絵を描くのが好きだつたという。高

校の時、ある広告クリエイターによる広告キャンペーンに衝撃を受け、自分も将来は広告

を作る人になりたいと思つたという。大学では広告制作サークルに入 り、デザインや映像

制作を行つていた。

「就活は、絶対広告系に行きたいと思つててん。広告つてマスコミやん。でもうちは他

のラジオと新聞と雑誌つていうマスコミは受けてへんから。とりあえず、映像関連だけや
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な。表現つていうコンテンツを持つてるビジネス集団、みたいな。映画とかも言うたらそ

うやん。こういう、企画とかもそうやん。表現をもつた、そういうのをやりたい、と思
つ

て、そしたら運よく元々行きたかつた内定先に決まつたから、就活の悩みはそんなもんか

な、ないな。就活の時にすでに前向きは完成されてたな。とりあえず うちそんな重く考え

てへんかつた」

彼女は、就職活動当初から、「広告系」「表現する仕事」という将来展望を持つていたの

である。

「とりあえず最初はテレビ局を受けて。ポンポンつて最初は順調に進んで、結局筆記で

落ちてん。ほんでその時に「自分の話を聞いてくれる大人がいるんや」と思つた。画接で

は、もつと社会問題とか聞かれると思つててんけど、結構学生時代の体験を一生懸命話し

たら、興味深く聞いてくれはるから、ちょつと自信に。まぁ元々自分の学生生活には自信

あつたし。『やつたつた―』みたいな。結構自分のやりたいようにやつてきたから、だから

面接とかあつても後ろ向きになることはなく。ま、筆記で落ちたからやと思うねん。面接

で落ちてたら『フワー』ってなつてたと思うけど、筆記で落ちて、まあまあ、遊び感覚や

ねんな、東京行くとか。ほんで年明けるやんか、それまでめつちやバイトしてたしな。三

月くらいまではバイト漬けやつてん、とりあえず」

「ほんで二・二月くらいに、エントリー始まるやん力、二月とかテレビ局受tlてたけど、

それも遊び感覚やつて。うちテレビでやりたいこととか、ほんまにとつてつけたようなこ

とやつて、それ聞かれたら結構戸惑ってて。テレビでやりたいんつて何―みたいな尋』

「で、広告業界が始まるやんか。00社 (お洒落で若者に人気の通販会社)とか始まる

やんか。もう、なんか大企業だけじやなくて、自分のやりたいことをやつてる、さらに、

社員もいい感じ、さらに、ちょつと穴場みたいな会社探じがちよつと自分の中で流行つて

てん。んで内定先を見つけた。そういうの、見つけよう、みたいな。うちは『大企業にい

なさそう』つてめつちゃみんなに言われて。で、確かにそやな―つて思つて。うちは結構

今まで自由に生きてきたし、自分のやりたいようにやつて、かつ、中も『オエァ』みたい

な。商社みたいな体育会系の人もいなく、んで皆、渋谷系みたいな変なノリの人がいる環

境で働いてそうやならて思つてんか。ふとな。ふとイメージできて、『 ああ―そりやそやな』

みたいな。結構デキる女つていうのは憧れててんけど、でもどうしても自分には結びつか

へんかつてJ

「だから、うちは広告の企業とかは入りたかつたけど、普通の一般企業とかで OILして
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るのはもう全然結びつかんかつて。そんなんやったら、ほんまに自分のやりたい会社を受

けたほうがいいよな―みたいな。だつてイメージできひんもんはじゃ―ないやん力、 一生

懸命やつてんのに、絶対無理やし。急に、他にやる気失せて、自分のやりたいことを、と

りあえず調べて、そういう会社を見つけて、もう自分の入りたいつていう会社しか受けて

なかつたから、めっちゃ緊張したけど、結構フクフク感もあつた。あの社員さんと喋れん

ねや、みたいな。いや、だから当時はめつちゃ緊張しててん:す ど、どうしよ…みたいな。

悩みじやない、緊張やわ。1

「デキる女の人になつてる自分つていうのはイメージできひん。イメージできひんし、

実際な、だから考えてみ。『秘書です』とか『デキる女』つていう肩書きには撞れてるねん。

たとえば『営業部なんとかの Sです』みたいな。そういう肩書き:こ憧れんねん力、名刺と

か、格好とか、会議してる風景とか。でも実際、うちがその仕事をやつて、ほんまに仕事

してこういう人と出会つてこういう人と仕事して、みたいな、実際考えてみたら重荷にし

かならへんくて、フクフクしてこ―へんかってんか。正直J

「うちは昔からやりたいことがはつきりしてて、好き嫌いが激しいつていうか、消去法

やってん。昔から。『 これは無理』『これは無理』みたいな。だから、人よりはありがたい。

周りも、『Tちやんこんなん好きやろ』とか『 こういうこと:ま無理やろ』とか.結構周りも

分かつてくれる環境やつたから、すごいやりやすかrJた。だから、そういうの参考にして、

それは自分でちゃんと客観視して『 うちはこういう仕事は無理やろ』つていうのを絞つて

いつたら最終的に今の会社の仕事に行き着いてんJ

(2)「なりたい自分Jと いう将来展望

「まじめな話してんのに、阿果なこと考えてる。阿果なことで、ビジネスにつなげようみ

たいな。や―らかいこと考えたい。就活では『人をドキドキアクフクさせたいです』って

言つてた。全部これ !全部、志望動機。ほんますメてたわ。」

「内定先を受けた時は、うちはそこの会社が制作した映画とかも見てたんやん豫、 ホーム

ページを見てて『あ―、こんな面白いもんが世の中にあるんや』つて思つたから、自分も

そういつたものを誰かに与えたい、みたいな。映画も広告もそう。こんなおもろいことが

あるんや―つて思つたら、とりあえず楽しくなるやんか。そういうことを人に与えたい、

みたいな。おこがましいけれども。そういうのを仕事にしたい、みたいな。こんなおもろ

いことを考える人がいるんや―みたいな、そういう希望を持たせたい。抽象的やけど、こ
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れがやりたいことやな」

「まあ言うて、自分のやりたいことをやつてるつて言つてるけど、もつと根本:こあるんは

『人に褒められたい』つていう気持ちがある。人に『凄い』つて言つてもら
いたいからこ

そ、頑張る自分みたいな。結局は『人を感動させたい』って1/・うのが絶対あんねん。だか

ら、メディアを使つて、やるんやと思う。就職活動中に不安は特に感じひんかつた。だつ

て実際そういう仕事が存在してるわけやし。もう『それしかやりたくない』と思つてるか

ら。そうそうそう、それしかもう楽しくない、みたいな」

Sさんがそのように思うようになつたことには、学生時代からよくフライヤー (ライブ

やイベントのチラシのようなもの)のデザインを依頼されていたというのが背景にある。

「やつぱリフライヤーとか頼まれるやんか。『やつて』って言われて、さらに自分の感覚

とか考えをぶつけて「あ、いいやん」つて言つてもらえる。それがまぁ、嬉しいみたいな。

もちろんな、それ作つたのを、全くの赤の他人の人が見て『すごいやん』つて言つてくれ

たら嬉しいやん。それは、作つたうちも嬉しいし、頼んでくれた人にとつても嬉しいこと

やん力、 でもその前に『こんなん作つたで―』とか言つて『わ―すごい、やつぱ頼んでよ

かつた―』みたいな、そう絶対思つてもらいたい。そういう簡単なことやけど、それが嬉

しいな―みたいな。結構、自信になる、絶対。それをやることで。自分に自信がつくこと

ってなかなかないやん、なんかせな。なんもせんと自信あつたら、ただの自信過澤やんか。

だから…そういうのが仕事やつたら、フクフクドキドキ、楽しみながら仕事できんなぁ。

重荷にならへんと思つた。バイトとかもう嫌やん。自分の実現したい目標がない仕事つて

いうのは物凄いしんどいな、とバイトをやつてたら思って。なんで社員さんl・t働いてんの

かつて言つたら、日標があるから全然楽しくできてるやんか。うちはこの仕事に覇標がな

いから楽しくないんや―つて思つたから、絶対日標のある仕事をやろうみたいな手それは

曲げへんかつたな、どんだけ給料がいいとかあつてもJ

「仕事の目標は、『人をドキドキワクフクさせること』。なりたい自分ができあがつたん

は、OB訪問した時に、『私は別に広告はやりたくなかつたんです:すど、こういう大人にな

れたらいいなつて人がいつぱいいたんで、この会社を選びました』つて言つてl■つて、衝

撃を受けた。『フエーッ !』 って思つて。そんな選び方もあるんやと。その人が言うにlま、

環境次第で人は変わるやんか。だから『なりたい自分になるに1ま、環境を選ばなあかんね

ん』つて言われて『ほんまやな』と。もしこんな仕事やりたいつて思つてても、人とか場

所とか、環境次第で、うち自身が生きるか、はたまた屍になるかは、『環境次第やわ― !!』
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と思つたから、同じ仕事してるとこでもフィーリングが合うとこ選ばなつて思うようにな

った」

「なりたい自分つていうのはな、理想、こういう大入、「ああいう大.人いいな…」つて人

いるやん力、単純にそういうイメージ。だからまあ、たとえば自分の好きなことやつてて、

時間の使い方うまくて、言つてること面白くて、友達も多くて、まあセンスもよくて一、

そういう、理想やで (笑)だからとりあえず、イライラしてない人やな。もうのびのびし

てる人。つていうのが、なりたい自分。『なんかあの人、ちよつと心配や :すどでも、やるこ

と、格好いいんですよ、面白いもの、持つてくるんですよ』みたいな、上司とか同期とか

に言われたら嬉しいよね。そうやつて変態的な部分も持つてる、変態的な大人にも撞れて

るねんな、うち|ま。ちょつとクセのある、大人にも憧れる。なんていうやろな、型 :こハマ

リたくない、みたいな。整いたくない、みたいな。整いたくないし、平均的にな摯たくな

い」

「将来の展望は、『そういうおかしな大人になりたいなあ―』みたいな。うちIt結構流れ

に身を任せるから、なんかそんな明確なものはないわ、常に。うちは選択に自信があるつ

ていうか、『その時その時』つていう一期一会を大切にする。自身があるというより、単純

に面倒くさがりやねんかΦ後悔すんのとか面倒くさいやん力、 だから、そん時の自分がや

ったんやったら、『まあえつか』みたいな。『過去の自分を許し、本来の自分を信じる』。こ

れがうちのモットー。今考えた。ただの甘えたやしな。結構面倒臭がりですよ :後悔する

のは面倒臭い。開き直つてんな―。まあ―そやな。全然知らん人に影響を与えられたらい

いな―、みたいなんはあるよね。仕事、ま、自己実現。社会に必要とされる人間になると

かは実は結構真剣に思つてるで。つていうか必要とされる人FH3にならな、やばい。」

「うちが言われたい『すごい』っていうのは、ものすつごい売り上i・デあifてます―とか

じゃなくつて、『 うわ―そんな生き方で大人ぶつてんねや―』みたいに、『ある意味
コイツ

すごいな』つて思われたい。『こんなんやりよる大入いるんや―』みたいな、ちょつと果れ

凄い、みたいな。『 うちはそんなんようやらんけど、こんなんやる人もおるんや―重くらい

の。まあ果れ凄いって思われたい。それくらいの距離が
‐番気持ちいい。『私:まやらん:すど、

まあそれはSちやんやしええんちゃう?』 みたいなこと言われたらね」

「たぶんな、そんな仕事とプライベートを割り切れへんと思う。そんな器用にできひん。

最近どの占い見てもそう書いてあんもん。『仕事とプライベートがごつちやになります。け

ど、楽しいです』みたいなJ
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Sさ んは他の三名とは異なつているように思える。なぜかというと、彼女の場合、就職

活動を始める前から将来展望を持つており、またそれに対して確信を描いていたからであ

る。

彼女の自己構築のプロセスは「広告・表現関連の仕事がしたい」という志向が出発点だ

つた。彼女は就職活動前からやりたいことが何かということが分かつていたため、激しい

アイデンティティクライシスは経験することがなかつたように思える。しかし、実 :ま
「や

りたいこと」は:まつきりしていたというSさんが「なりたい自分」という視点を手に入れ

て、「自分が生きる環境Jを軸に就職活動を行 うために必要なアイデンティティクライシス

が、彼女にとつては OB訪問だつた。

訪問した OBの 「なりたい自分になるために就職先を選んだJという発言に、Sさんは

衝撃を受けた。そしてこの時 Sさんの内部から「面白い大人になりたい」という気持ちが

掘 り出され、「面白い大人になりたい」という将来展望が311出 されたのである。

これによつて Sさんは「これからやりたいこと」という視点だ iすで :まなく、「なりたい

自分Jと いう将来展望の視点を手に入れる。そして彼女 :ま『面白い大人になりたいから」

それが可能な環境、という視点で就職先を選ぶようになるのである。Sさんの自己像は、

単なる仕事での自己実現だけではなく、人間として面白い人物になる、という面も含まれ

ているのである。

彼女の就職活動の中で特徴的なのは「デキる女と自分とで:まイメージが結びつかないJ

「大企業には自分は合わない」ということを就職活動の振り返りの中で発見していること

だ。つまり彼女は Y君が、自分が働く姿 (積極的将来展望)をイメージして就職活動をし

たのとは逆に、否定的な将来展望を創出することで、自分に必要ではない情報を捨て、自

分が進むべき道の絞込みを行つているのである。Sさんの将来展望 iま、これまで鍮二人の

ようなどこかの
‐点によつて自己と将来を結び付けているのではなく、将来展を様々な角

度から検討していることが特徴的なのである。

第5章  結論

結論としては、就職活動によつて学生の自己は確立される、と言うことができる。そ

の理由の一つ目が、これまでにない体験によつて自明性が崩壊し、アイデンティティクラ

イシスが起こることとである。
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調査対象である 4人は、アイデンティティクライシスを経験し、その上で将来展望を創

出している点で共通している。アイデンティティクライシスという自己にとつて一見否定

的に思えるものが、結果的に自己の確立を促しているのである。

それはなぜ力、 アイデンティティクライシス:ま、否定的な将来展望を生むものだからで

ある。「あの道もいいな、この道もいいな」と選択肢の多さによつて揺れ動く曖昧な自己に

対して、現実を突きつけることで、自分とは結びつかない道筋を明確にする。つまり、
「私

はこれに向いていない」、または「私の提え方はどうやら世間で:ま通用しないJと認識する

ということである。そうやつて否定的な将来展望も創出すること:こよつて、自己鐘より明

確に肯定的な将来展望、つまり自分が行く道筋を創出することができるのである。自己の

崩壊やモラトリアムは、けして否定的なものではなく、自己を確立する上で必要なものな

のである。

理由の二つ目としては、就職活動では、自分について意識的に振 り返ること
。自分と向

き合う機会がどうしても多くなることが挙げられる。自己:ま再帰性を持つているため、振

り返るという行為からはね返つてくるものによつて成長する。就職活動では普段の生活よ

りもその機会が多いため、リフレクションによつて得られる効果が大きいのではないか。

今回は、自己を変化させる出来事の一例として、就職活動を取りあげた。そして分かつ

たことが、就職活動における職業選択を契機に、学生はそれまでの学生としての自明性を

壊し、社会人としての自分の物語を主体的に紡ぎだしているということである。

就職活動とは、「heFe and now」 な仕事を発見するプロセスである。それ |ま単に「hlett and

now」 な仕事を探すというよりは、そのプロセスを通じて自己を変化させ、それまでiま
「faF

zone」 に位置していたものを「here and now」 に新しく創 り返ることなのである曇将来展

望を持つということは、自分が生きていく現場を決めるということであり、自分自身の生

き方を決めることでもある。

就職活動の他にも日常の自明性を崩壊させるもの:ま沢山ある。例えば、新しい場所で暮

らすことや、知らない場所に旅をすること、これまで出会つたことがない人とつながつて

いくこと、就職して仕事をすることもその
‐つだと言える。これらは全て自己にとつての

自明性を壊し、自己を変化させることを強いる出来事なのである。

この論文は、私自身に、自己を作り上げる上での主体性の重要性に気づかせてくれるも

のであつた。

あるプロダクトデザイナーがこう言つていた。「当たり前だと思つていること、たとえば
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私達の身の回りを取り囲む商品のパッケージなど、それに対して疑間を持つことで、その

仕組みを解明する。そうすることで私達は、私達に本当に必要なものが何かを判断するこ

とができ、新しいデザインを作ることができる」。何かを作るということ|ま、当た警前のも

のを壊すことであり、そこから新しい創造性は生まれるのだ。

自己もこれと同じである。私達は、誰もが自己のデザイナーとなつて、主体峰:こ自分と

自分の将来を創つていくことが可能なのである。

おわりに

このインタビューの後、Mさんは納得がいく人材サービスの会社に内定し、Hさんも希

望していた航空業界の地上職に決まつた。

今回、社会的自己論という分野を扱 うことになつて、私はあえて自分自身ではなく、「他

者」を相手にしたいと思つた。その理由は、私は大学生活の中でいつも自分との葛藤に必

死で、他者と向き合うということをおろそかにしてきたと感 じていたからだ。他者と向き

合い、他者と自分との距離を明確にすることが、私の自己の確立のために必要である、と

私は感じたのである。

実際に、今回のインタビューは身近な友人とじつくり向き合う機会を与えてくれた。イ

ンタビューで踏み込んだ話を聞く際には、まず調査者である私自身が1いを開く必要があつ

た。そのため、結果的には自分と向き合 うことにもなつた。

改めて、答えづらい質問にも誠実に答えてくれた友人と、この機会に感謝したい癬

就職活動中にも関わらず、時間を取つて協力してくれた Hさん、Mさん、ありがとう

ございました。夢を諦めず自分と闘う姿からは、学ぶべきことが沢曲ありました。雲標業

界への内定おめでとうございます。

また、長時間に渡る質問にじつくり答えてくれた Y君とSさんにも感謝の言葉を伝えた

い。ありがとうございました。そして担当教員の立本先生、TAの越智さん、これまでご

指導いただき、本当にありがとうございました。
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